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こ
れ
全
部
入
船
さ
ん
の
作
品

「
子
供
た
ち
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
て
ゴ
キ
ゲ
ン
」
と
入
船
さ
ん
(
右
)
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二
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も

あ
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城
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五
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で
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弘
法
大
師
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立
像
か
ら

d
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考
え
る
人
α

ま
で
。
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岡
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全
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下

須

戎

前

奥

の

入

船

好

民

靭

留
さ
ん
(
七
三
)
の
老
後
の
趣
味
の
夜
襲
総
龍

作
品
ナ
リ
。

da遥
句
議
溺

裏
庭

3
2
5回
り

は

も

う

喝

事

六
十
点
に
お
よ
ぶ
作
品
で
い
っ
ぱ
い
。
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「
年
を
と
る
ほ
ど
楽
し
み
は
遠
く
な
ダ
智
世
駈

る
。
ボ
ヤ
!
と
し
な
い
で
楽
し
み
を

F
j露
関

一
つ
で
も
た
く
さ
ん
・
:
」
「
あ
ま
り
金
師
事

d
d
s

が
い
ら
な
く
て
で
き
る
も
の
で
、
多
く
減
撃

の
人
に
も
長
く
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
も
撃
も

の
は
・
」
と
思
い
つ
い
た
の
が
四
年
前
。
恥
襲
撃
S
F

「
こ
の
動
物
た
ち
は
エ
サ
を
や
ら
な
く
て
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も
い
つ
ま
で
も
死
な
な
い
し
、
い
つ
ま
ト
が

で
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
L

と
笑
わ
せ

A
a事

る
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本
を
見
た
り
、
子
供
た
ち
に
も
希
望
且
巌
憲
司

を
聞
い
た
り
し
て
目
に
つ
く
も
の
な
ん
〆
一
豊
島
γ

で
も
作
品
に
。
沢
山
で
き
る
ほ
ど
楽

L

A
凶
伊
国

み
も
大
き
い
と
い
う
。
と
く
に
近
所
の
子

i
f人
1

供
た
ち
に
は
夢
い
っ
ぱ
い
の
動
物
園
、
い
耳
目

-d

つ
も
だ
れ
か
は
遊
び
に
来
て
い
る
と
か
。
伊
酔

「
畑
仕
事
を
終
え
て
家
に
帰
っ
て
も
タ

d
弘
司

イ
ク
ツ
な
し
、
健
康
に
も
と
て
も
い
い
で
儀
嘗

F

す
ね
。
皆
さ
ん
に
も
何
か
一
つ
楽
し
み
を

d

F

d

も
っ
て
項
く
よ
う
お
す
す
め
し
た
い
で
す

L

4

と
大
き
な
笑
み
を
満
面
に
た
た
え
て
話
す

好
留
さ
ん
で
あ
る
。
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第

長
浜
町
議
会
第
二
回
定
例
会
が

七
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で

の
三
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
一

般
質
問
を
行
っ
た
あ
と
補
正
予
算

案
、
国
保
条
例
の
一
部
改
正
案
な

ど
上
程
さ
れ
た
町
提
山
仙
の
十
三
議

案
と
一
報
告
案
件
、
議
会
提
出
の

一
案
件
と
二
報
告
案
件
、
議
員
提

出
の
一
案
件
の
審
議
を
行
い
、
議

案
に
つ
い
て
は
原
案
通
り
可
決
、

報
告
案
件
も
受
理
採
択
し
ま
し
た
。

可
決
お
よ
び
受
理
採
択
さ
れ
た

も
の
の
う
ち
、
お
も
な
も
の
の
内

容
は
次
の
通
り
。
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新
港
湾
建
設
推
進

企
画
費
な
ど
補
正

般

会

計

今
年
度
一
般
会
計
に
今
回
一
億
六
百

五
十
九
万
四
千
円
が
補
正
さ
れ
、
当
予

算
会
計
の
総
額
は
二
十
四
億
四
千
七
百

六
十
一
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
予
算
の
お
も
な
使

ム一品

r-6月末現在一

公共事業発注率i27.2%:
町長行政諸般報告

この議会で行った菊地町

長の行政諸般報告のおもな

内容は次の通り。

⑧国や県とともに景気浮

揚のための重要な施策の一

つである公共事業は、当町

では小さいものを除いては

約70件あり、6月末現在27.2

%の発注を終えている。こ

のうち建設課所管の事業は

48件あり、 50.4%の発注率

となっている。

残る分についてもすでに

ほとんど内示を受け、補助

申請などの手続き中であり、

近々のうちに大半が決定に

なると思う。決定がありし

だい発注を進めてゆきたい。

義
務

回
言
回

い
み
ち
は
次
の
通
り
。

総
務
費
有
線
放
送
関
係
用
の
自
動

車
購
入
費
百
万
円
。
新
港
湾
建
設
推
進

企
画
費
(
需
用
費
、
旅
費
)
百
五
十
万

円
。
集
会
所
建
設
事
業
費
。

民
生
費
宿
所
提
供
施
設
「
松
風
寮
」

と
り
こ
わ
し
費
。

農
林
水
産
業
費
量
茂
の
張
木
た
め

池
、
須
沢
の
日
の
浦
農
道
、
下
須
戒
の

井
関
農
道
、
戒
川
の
樫
谷
用
水
、
櫛
生

の
河
原
水
路
、
柴
の
柿
早
排
水
路
|
の

改
修
あ
る
い
は
改
良
費
。
国
土
調
査
用

自
動
車
購
入
費
五
十
万
円
。
並
型
お
よ

び
投
石
魚
礁
・
冷
蔵
施
設
設
置
費
。

商
工
費
青
島
キ
ャ
ン
プ
場
へ
の
公

衆
便
所
・
シ
ャ
ワ
ー
室
・
水
飲
み
場
建

設
費
。
町
民
の
広
場
補
修
費
。

土

木

費

長

浜

J
戒
川
線
外
五
か
所

の
補
修
費
。
町
道
新
設
改
良
費
。
河
川

県
営
工
事
負
担
金
百
万
円
。
港
湾
県
営

工
事
負
担
金
三
千
八
百
六
万
七
千
円
。

長
浜
の
小
波
町
下
水
道
改
良
費
。

教
育
費
長
浜
高
校
施
設
整
備
補
助

金
六
百
万
円
。
町
体
育
館
三
階
改
修
費
。

盟
保
闘
産
費

六
万
円
に
引
き
上
げ

「
長
浜
町
国
民
健
康
保
険
条
例
L

の一

部
が
改
正
さ
れ
、
国
保
加
入
者
に
赤
ち

ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
は

助
産
費
と
し
て
四
万
円
が
支
給
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
と
し
十
月
一
日
か
ら

は
二
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
て
六
万
円
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

過
疎
地
域
振
興
計
画
に

新
し
く
お
事
業
を
追
加

過
疎
地
域
振
興
(
五
か
年
)
計
画
に

次
の
事
業
が
新
し
く
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
過
信
体
系
の
整
備

本
郷
線
舗
装
、
大
越
線
改
良
、
西
谷

線
改
良
、
大
屋
地
区
道
路
新
設
、
高
峯

地
区
道
路
新
設
、
出
海
港
橋
改
良
、
連

た
ん
地
区
小
規
模
道
路
舗
装
(
出
海
)
、

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
難
視
聴
対
策
(
小
浦
・

下
平
)
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
難
視
聴
対
策

(
仁
久
)

教
育
文
化
施
設
の
整
備

長
浜
中
学
校
相
撲
場
建
設
、
坂
本
集

会
所
新
設
、
柿
円
十
集
会
所
新
設
、
柴
小

学
校
屋
外
運
動
場
照
明
施
設
新
設

生
活
環
境
施
設
等
厚
生
施
設

の
整
備
お
よ
び
医
療
の
確
保

一-

i しおり 貯;
亨 惨9月15日は「敬老の日」、 9月15亨

5 日から21日までは「老人福祉週間J 0 f 

Z 町内の70歳以上の人口を見てみる色と手

三8月1日現在、総数が 1，356人で総人主

主口の約 1割。

主 公民館単位別では長浜 326、青島35、主

主黒田36、沖浦84、今坊65、櫛生 168、 三

l出海95、大和124、豊茂117、白滝172、

ミ戒11143、柴91人。

亨 告らこのうち 9月15日現在で90歳以上亨

子になる見込みの人の数を見てみると総ぞ

雪数で36入。

手 年齢別では90歳10、91歳 5、92歳 5、主

主93歳 3、94歳 2、95歳 7、96歳 1、97主

主歳1、98歳 I、99歳 I人。 主

A
7
議
会
で
は
小
川
儀
三

郎
議
員
が
三
件
の
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
お
も
な
も
の

の
内
容
は
次
の
通
り
。

生
か
さ
れ
て
い
る

町
長
経
験
者
の
活
用
に
つ
い
て

小
川
議
員
・
・
・
町
長
経
歴
者
の
経
験

は
町
。
つ
く
り
の
上
に
非
常
に
貴
重
な

も
の
だ
と
思
う
が
、
こ
れ
が
疎
外
さ

れ
て
お
り
生
か
さ
れ
て
い
な
い
と
思

う
。
こ
の
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
。

菊
地
町
長
・
私
は
そ
の
よ
う
に
は

受
け
止
め
て
は
い
な
い
。
経
験
者
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
西
田
代
議
士
も

そ
う
で
あ
り
、
経
験
や
力
を
出
し
て

項
い
て
い
る
。
私
の
場
合
で
も
今
後

に
お
い
て
役
に
立
つ
と
こ
ろ
が
あ
れ

ば
、
惜
し
ま
、
ず
大
い
に
地
域
の
た
め

社
会
の
た
め
に
努
力
を
し
て
お
返
し

し
て
ゆ
き
た
い
。

人
心
重
点
の
方
向

ヘ
努
力

教
育
の
目
標
に
つ
い
て

小
川
議
員
・
・
・
長
浜
町
の
教
育
は
ス

ロ
ー
ガ
ン
的
な
も
の
は
立
派
だ
が
、

そ
の
奥
底
に
何
か
が
欠
け
て
お
り
、

ほ
ん
と
う
の
人
閣
の
生
き
方
と
い
う

も
の
を
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段

階
に
き
て
い
る
と
思
う
。
土
居
教
育

長
は
幸
い
に
も
宗
教
家
で
も
あ
り
、

人
間
の
魂
と
い
う
も
の
が
社
会
を
構

成
す
る
上
で
い
か
に
大
切
か
と
い
う

こ
と
は
だ
れ
よ
り
も
よ
く
知
っ
て
い
る

と
思
う
が
、
そ
の
道
に
お
い
て
研
修

さ
れ
体
験
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
も
っ

と
具
体
的
に
表
わ
し
て
町
守
つ
く
り
、

教
育
を
向
上
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

そ
の
た
め
に
一
つ
一
つ
の
問
題
を
も

っ
と
改
革
し
積
み
上
げ
て
ゆ
く
所
存

が
あ
る
か
。

土
居
教
育
長
・
ご
指
摘
の
よ
う
に

物
を
中
心
に
し
た
教
育
、
そ
れ
に
つ
な

が
っ
て
知
的
な
教
育
が
重
点
的
に
施

行
さ
れ
て
い
た
、
さ
れ
す
、
ぎ
た
、
そ

う
い
う
反
省
は
国
を
挙
げ
て
今
行
わ

れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら

心
を
つ
く
る
教
育
に
方
向
転
換
と
い

う
こ
と
で
指
導
要
領
な
ど
も
小
学
校

で
は
昭
和
五
十
五
年
に
、
中
学
校
も

昭
和
五
十
六
年
に
は
新
指
導
要
領
に

移
向
す
る
と
い
う
こ
と
で
人
を
中
心
、

心
を
中
心
に
し
た
人
守
つ
く
り
に
重
点

が
指
向
さ
れ
て
ゆ
く
わ
け
で
、
私
た

ち
も
微
力
だ
が
そ
の
方
向
へ
向
っ
て

不
断
の
努
力
を
続
け
て
ゆ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
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出
海
地
区
簡
易
水
道
、
下
平
地
区
飲

料
水
供
給
施
設
、
日
ノ
浦
地
区
飲
料
水

供
給
施
設
、
不
燃
物
処
理
地
整
備
、
不

燃
物
処
理
施
設
整
備
、
高
峯
地
区
墓
地

移
転
、
道
土
地
区
下
水
排
水
路
改
良
、

沖
浦
地
区
下
水
道
新
設

農
林
水
産
業
そ
の

他
産
業
の
振
興

沿
構
築
磯
魚
礁
設
置
、
製
氷
冷
蔵
施

設
設
置

盟国おしらせ e議会園開r一明担問問醐醐

辺
地
に
は
一
事
業

辺
地
総
合
整
備
計
画
に
新
し
く
「
長

浜
戒
川
線
舗
装
事
業
L

が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。「

特
別
土
地
保
有
税
審

議
会
条
例
」
で
き
る

地
方
税
法
の
改
正
に
と
も
な
っ
て
特

国
指
定
の
重
要

文
化
財

H

沖
浦
の

観
音
さ
ん
μ

の
名

で
呼
び
慕
わ
れ
て

い
る
沖
浦
の
瑞
龍

寺
の
本
尊
寸
十
一

面
観
音
立
像
し
が

保
存
修
理
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
、

壇
家
の
人
や
信
者

大
ぜ
い
に
見
送
ら

れ
て
八
月
一
日
車

で
京
都
へ
旅
立
ち

ま
し
た
。

修
理
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
た
の

は
、
昨
年
四
月
に
松

山
の
県
立
美
術
館

で
開
か
れ
た
「
え

ひ
め
の
国
宝
展
」

に
お
出
ま
し
の
際

ニ
目
能
的
で
ひ
と
き
わ
優
美
な
像
ω

と

魅
了
さ
せ
た
も
の
の
、
改
め
て
人
々
の

目
に
像
の
傷
み
が
認
識
さ
れ
、
保
存
修

盟曹霊園E置車謹駆車富

別
土
地
保
有
税
に
か
か
る
納
税
義
務
の

免
除
規
定
が
新
た
に
設
け
ら
れ
、
免
除

対
象
の
認
定
は
公
正
か
つ
慎
重
な
取
り

扱
い
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
町
長
の
付

属
機
関
と
し
て
寸
特
別
土
地
保
有
税
審

議
会
条
例
し
を
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。そ

れ
に
よ
る
と
同
審
議
会
は
、
土
地

利
用
、
都
市
計
画
ま
た
は
土
地
に
関
す

る
税
制
に
つ
い
て
学
識
経
験
の
あ
る
者

お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
職
員
の
う
ち

か
ら
、
町
長
が
任
命
す
る
五
人
の
委
員

で
組
織
す
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
任

期
は
二
年
。

国
土
調
査
に
と
も
な
い

出
海
の
「
小
字
L

を
廃
止

知
事
告
示
の
日
か
ら

国
土
調
査
に
よ
り
新
し
い
地
籍
を
設

定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
と
も
な

理
を
望
む
声
が
高
ま
り
、
県
、
町
、
瑞

龍
寺
の
三
者
で
さ
っ
そ
く
文
化
庁
な
ど

へ
保
存
策
を
働
き
か
け
た
と
こ
ろ
、
そ

の
熱
意
が
よ
う
や
く
実
り
、
京
都
の
美

術
院
国
宝
修
理
所
(
京
都
国
立
博
物
館

内
)
で
い
わ
ゆ
る
H

延
命
手
術
々
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

像
の
傷
み
は
頭
髪
部
が
虫
に
食
わ
れ

ぃ
、
愛
媛
県
知
事
が
告
示
す
る
日
(
未

定
)
か
ら
大
字
出
海
地
区
内
の
「
小
字
」

を
全
部
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

出
石
寺
線
は
佐
々
木
組
と

請
負
契
約
の
締
結

昭
和
五
十
三
年
度
分
の
林
構
林
道
出

石
寺
線
新
設
工
事
を
、
三
千
八
百
万
円

で
豊
茂
の
株
式
会
社
・
佐
々
木
組
と
請

負
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

喜
多
灘
漁
港
内
公
有
水
面
埋
め

立
て
異
議
の
な
い
旨
を
答
申

喜
多
海
漁
港
改
修
工
事
に
と
も
な
い

喜
多
灘
漁
港
内
に
位
置
す
る
大
字
今
坊

甲
三
四
二
番
地
の
二
か
ら
甲
四
九
一
番

地
ま
で
の
地
先
海
面
を
埋
め
立
て
る
こ

と
に
つ
い
て
、
県
知
事
か
ら
意
見
を
求

め
ら
れ
た
の
に
対
し
て
町
長
は
、
こ
の

@
 

た
り
、
舟
形
光
背
や
台
座
も
か
な
り
朽

ち
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
修
理
に
は

約
四
か
月
か
か
る
見
込
み
。
費
用
は
百

二
十
万
円
あ
ま
り
で
、
国
が
八

O
%、

残
り
二

O
%を
県
、
町
、
瑞
龍
寺
の
三

者
で
負
担
し
ま
す
。

修
理
の
成
功
と
一
日
も
早
い
安
座
を

祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

旅支度する観音さん。全身にサラシが巻か
れ綿布団にくるまって車で京都へ

埋
め
立
て
は
適
正
な
も
の
で
あ
り
、
異

議
の
な
い
旨
を
答
申
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

元
号
法
制
化
を
要
望

町
議
会
意
見
書
を
提
出

日
本
の
元
号
制
は
戦
後
、
新
皇
室
典

範
の
制
定
に
と
も
な
っ
て
法
的
根
拠
が

不
明
確
の
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
た

め
、
長
浜
町
議
会
で
も
政
府
に
対
し
法

制
化
の
す
み
や
か
な
実
現
を
要
望
す
る

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。

手、

の

ほ

か

マ
昭
和
五
十
二
年
度
の
水
道
事
業
会

計
、
工
業
用
水
道
事
業
会
計
の
決
算
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

マ
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
に
関
す
る

条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
貸
付
対
象

の
範
囲
の
拡
大
、
貸
付
最
高
限
度
額
の

増
額
、
償
還
期
限
の
延
長
な
ど
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

最低必要な期間

生年月 日
通老算齢老齢年年金金 特例老齢年金

明 44年生月 2日 以降
10年 4年 1月

明 45年 4月 1日以前

大 2年 4月 1口ク N 5年 1月

3年 4月 1日夕 N 6年 1月

4 i手41'1 1日ク N 

5年 4月 1口ク N 

7年 1月 |

6斗三4月 1f=j ク 11年

7年 4月 1日。 12年

8年 4月 1日。 13年
五満年未五免除の7険料を通9年 4fJ 1円。 14年

10年 4月 1日。 15年

11午 4月 1日夕 16年
の 期 納
人閉め

12年 4fj 1目。 17年 にをた

13年 4月 1日。 18年
待例 合其月

め間
14年 4月 1日ク 19年 とてが

15年 411 1日。 20年
し、 1
て上年

昭 2年 4月 1日ク 21年 支給 記以

3年 4月 1日ク 22年
の上
期で

4年 41"11日。 23年 間

5年 4fJ 1日ク 24年
¥ー一L上一1一ーf険ノ呆

5年 4月 2日以後 25年

あなたは

受けられますか

老
齢
年

金
を
受
け

る
た
め
に

は
、
年
齢

に
よ
っ
て

決
め
ら
れ

た
期
間
以

上
保
険
料

を
納
め
る

か
、
免
除

を
受
け
て

い
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
通
算
老
齢
年
金
を
受
け
る
に

は
、
国
民
年
金
加
入
期
間
と
他
の
制
度

(
厚
生
年
金
な
ど
)
の
加
入
期
間
と
を

合
わ
せ
て
決
め
ら
れ
た
期
間
が
必
要
で

す。
老
齢
年
金
を
受
け
る
た
め
の
最
低
の

期
間
は
右
表
の
通
り
で
す
。
期
間
が
足

り
な
い
方
は
「
特
例
し
に
よ
り
さ
か
の

ぼ
っ
て
保
険
料
が
納
め
ら
れ
る
こ
の
機

会
に
、
年
金
が
受
け
ら
れ
る
権
利
を
と

り
も
ど
し
ま
し
ょ
う
。
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そ
ば
の
お
年
寄
り
の
声
に
耳
を
傾
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。
お
年
寄
り
の
願
い
は
決
し
て

年
金
の
増
額
や
老
人
ホ

l
ム
の
処
遇
の
改
善

だ
け
で
は
な
い
の
で
は
:
。

お
年
寄
り
の
方
々
は
、
長
年
つ
ち
か
っ
た

知
識
、
技
術
、
人
生
経
験
を
生
か
し
て
社
会

の
一
員
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
い
と
願

っ
て
い
る
の
で
は
j
o

お
年
寄
り
は
社
会
性
を
も
っ
た
積
極
的
な

生
き
方
を
模
索
し
て
い
る
の
で
は
・
。

生
き
が
い
と
は
自
分
自
身
を
精
い
っ
ぱ
い

生
か
す
こ
と
で
は
・
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た

w
私

の
老
後
U

も
ま
た
、
そ
う
し
た
お
年
寄
り
の

生
き
る
姿
の
一
面
を
拝
見
さ
せ
て
項
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
老
後
の
生
き
が
い
が
真
に
何
で

あ
る
か
を
互
い
に
発
見
認
識
し
て
項
き
た
い

が
た
め
で
す
。

や
さ
し
い
家
族
に
満
足

時

衛

(

議

)

liI 
田

私
、
十
三
歳
の
と

き
に
父
親
に
別
れ
、

母
と
と
も
に
苦
労
を

し
ま
し
た
が
、
愛
あ

る
母
に
育
て
ら
れ
、

誤
っ
た
道
を
歩
む
こ

と
も
な
く
元
気
で
今

日
ま
で
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

昭
和
十
八
年
に
は

水
害
に
遭
い
家
や
道

具
を
流
さ
れ
、
新
築
し
た
と
思
い
き
や
昭
和
二
十

年
に
は
今
度
は
山
く
、
ず
れ
に
遭
い
ま
た
も
や
住
む

家
を
失
う
と
い
う
災
害
に
遭
い
、
母
や
妻
と
と
も

に
ほ
ん
と
う
に
言
う
に
言
え
な
い
苦
労
を
し
ま
し

た
が
、
な
ん
と
か
生
き
抜
い
て
今
の
場
所
に
住
み

七
人
の
子
供
を
育
て
ま
し
た
。

現
在
の
私
の
家
族
は
妻
、
息
子
夫
婦
、
孫
三
人

の
計
七
人
で
す
。
朝
、
昼
、
タ
と
三
度
の
食
事
は

家
族
の
和
合
の
た
め
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
し
て

い
ま
す
。
息
子
夫
婦
、
孫
と
も
に
私
た
ち
を
た
い

へ
ん
大
切
に
や
さ
し
く
し
て
く
れ
ま
す
し
、
私
た

;

角

ち

も

孫

た

ち

、

が

か

わ

い

く

て

な

マ
一
戸
主
:

ー
か
議
議
位
り
ま
せ
ん
。

開
v
j
j
溺

纏

バ

老

後

の

趣

味

と

し

て

少

し

ば

J
t
b

か
り
の
野
菜
作
り
農
業
を
し
て

弘
、
作
暗
い
る
ほ
か
、
商
品
販
売
の
か
た

ゐ
肱
路
経
伝
府
縄
張
観
mwm

司

d

t

」

難
持
時
，
す
わ
ら
町
内
の
方
々
と
こ
と
ば
を

磁
グ
議
お
?

f

d

の
口
ハ
交
わ
す
こ
と
を
楽
し
み
に
働
い

前

斗

北

μ

て
い
ま
す
。
仕
事
の
あ
と
の
一

ト

U

漣
杯
は
ま
た
格
別
の
楽
し
み
で
す
。

ノ

占

力

こ

の

ほ

か

豊

年

踊

り

保

存

会

の

畑

一

仁

事

み
な
さ
ん
と
の
お
付
き
合
い
も

長
く
、
と
て
も
楽
し
み
に
励
ん
で
い
ま
す
。

家
族
が
や
さ
し
く
、
仕
事
、
人
と
の
交
流
、
趣

味
の
全
部
が
楽
し
め
る
私
は
と
て
も
と
て
も
幸
せ

者
、
生
き
が
い
も
満
点
で
す
。
み
な
さ
ん
も
自
分

に
負
け
ず
に
強
く
生
き
て
く
だ
さ
い
。

仕

事

が

済

む

と

主

人

は

時

間

を

持

て

余

し

て

い

る

川

学

で

き

な

か

っ

た

こ

と

を

思

う

と

、

せ

め

て

子

供

ょ

う

で

す

が

、

私

は

手

仕

事

が

好

き

な

も

の

で

す

川

こ

土

・

:

と

、

み

ん

な

高

校

卒

に

し

て

や

り

ま

し

た

。

、

p

h

川
二
『
「
司
王
で

f

J

h

l

、

か
ら
毎
日
裁
縫
や
レ
l
ス
編
み
毛
系
編
み
な
と

J
r

ま
か
げ
で
背
元
気
に
就
職
し
て
お
り
、
ど
う
か
社

を

し

て

楽

し

み

、

と

き

に

は

裏

の

畑

に

出

て

果

物

川

会

に

恥

ビ

な

い

生

活

を

し

て

く

れ

る

よ

う

に

と

念

や

植

木

な

ど

の

主

同

も

し

ま

す

。

毎

年

夏

休

み

に

川

フ

「

-
z
g
/畳
茂
¥
願
し
て
い
ま
す
。

F

は

方

々

の

孫

た

ち

が

遊

び

に

来

川

私

は

恵

ま

れ

な

い

骨

V
騒

E
豊

富

議

ダ

ま

す

の

で

、

そ

れ

も

一

つ

の

楽

川

貧

家

の

長

男

に

生

ま

勝

範

総

轄

噂

臨

盟

議

議

襲

職
謬
F

市

し

み

で

す

。

川

れ

、

士

雇

の

と

き

錨

繍

麟

勝

鞠

艇

令

J
J
一…内観騨

日

記

吋

宇

和

島

南

校

は

私

の

母

校

で

川

父

現

こ

』

!

と

o

紅
干
ム
ミ
磁
器
醗
戸
一
感
繍

;

1

1

 

ト
¥
可
制
す
。
今
も
年
に
二
回
ほ
ど
さ

7

h

J

U

3
騒

い

…

mv

y
i賊
魅

哨

ス

会

が

あ

り

、

い

つ

も

二

十

人

川

、

総

議

議

ザ

γ幹
一
寸
議

長

轟

駒

ほ

ど

集

ま

り

私

も

欠

か

さ

ず

参

川

一

J
しヂ一一

ι

一VAv-
…判長以

…一
一

f
h
¥日
一
九
ゃ
れ
加
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
と
き

一ぺ一一F
U
に
憐
引
五
十
年
ぶ
り
く
ら
い
に
会
う
友

一
品
醐
喝
ヲ
き
、
だ
ち
な
ど
は
「
私
は
だ
れ
で
し

喝

ょ

う

し

と

し

ば

ら

く

に

ら

み

合

い
を
し
て
名
前
を
当
て
っ
こ
し

大
笑
い
し
ま
す
。

ど
う
か
夫
婦
と
も
に
元
気
で
静
か
に
楽
し
く
余

生
を
送
り
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
健
康
な
の

が
何
よ
り
の
宝
で
す
か
ら
。

ク
ラ
ス
会
に
も
参
加

久

保

八
千
代
(
一
時
)

結
婚
し
て
ア
ッ
と

い
う
問
に
五
十
七
年

の
年
月
が
た
ち
老
人

に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
主
人
と
二
人

き
り
で
新
聞
販
売
所

を
し
て
生
活
し
二
十

年
に
な
り
ま
し
た
。

去
年
は
主
人
の
目

、
が
白
内
障
に
か
か
り

松
山
の
日
赤
病
院
で

手
術
、
私
も
腎
臓
に

石
が
で
き
九
か
月
痛
ん
で
県
病
院
に
入
院
し
ま
し

た
。
で
も
ム
ブ
?
は
元
気
で
暮
し
て
い
ま
す
。

互
い
に
病
気
に
か
か
っ
て
か
ら
は
年
で
は
あ
る

し
商
売
は
止
め
ま
し
た
。
朝
は
二
人
と
も
五
時
半

に
床
を
出
て
一
時
間
そ
う
じ
を
し
ま
す
。
家
庭
の

翠璽箔韻輔溜轄謹襲濯麹館現醤櫨鱒躍題璽癒麹

子
?
容
の
成
三
楽
し
み
に

に

国

E
-
L
¥九
歳
/

私
は
過
去
、
牛
追
い
を
二
十

年
、
た
ば
こ
作
り
を
十
三
年
、

乳
牛
飼
い
を
十
二
年
、
現
在
の

み
か
ん
作
り
を
十
五
年
や
っ
て

き
ま
し
た
。
わ
か
げ
で
健
康
で

あ
る
こ
と
を
幸
い
に
、
仕
事
を

楽
し
み
に
生
き
て
き
ま
し
た
。

「
人
聞
は
意
欲
な
い
休
暇
を

持
っ
と
す
べ
て
に
老
化
を
早
め

る
」
と
は
ロ

l
マ
の
あ
る
哲
学

者
の
こ
と
ば
。
私
は
健
康
を
心

が
け
、
ま
だ
ま
だ
子
供
や
孫
の
成
長
、
世
の
移
り

変
わ
り
を
楽
し
み
に
一
日
で
も
長
生
き
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
恵
ま
れ
な
い
方
々
へ
救
い
の
手
を
・

と
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

五
人
の
子
供
を
育
て

て
く
れ
た
母
の
苦
労

が
思
い
出
さ
れ
て
な

り
ま
せ
ん
。
今
の
制

度
は
父
親
を
な
く
せ

ば
母
子
福
祉
が
受
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

ほ
ん
と
う
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
七
十

年
前
に
は
そ
ん
な
も
の
は
な
く
、
た
い
へ
ん
な
苦

労
を
し
た
も
の
で
す
。
尋
常
六
年
を
卒
業
す
る
の

が
や
っ
と
で
進
学
で
き
ず
夜
学
に
通
っ
た
も
の
で

す。
私
に
は
六
人
の
子
供
が
あ
り
ま
す
。
自
分
が
進

「私も苦労をしました。恵ま
れない方々に救いの手をー.'J 
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私
の
幸
せ
は
ま
ず

「
感
謝
し
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

恵
ま
れ
た
-
男
四

女
は
そ
れ
ぞ
れ
に
家

川
庭
を
も
ち
離
れ
て
住

刊
ん
で
い
ま
す
。
夫
が

川
昭
和
一
一
一
卜
九
年
に
界

川
天
い
ら
い
一
人
で
生

川
活
し
て
い
ま
す
。
若

川
い
者
が
い
ま
せ
ん
の

刊
で
植
林
の
手
入
れ
も

川
し
ま
す
。
屋
敷
続
き
の
七
ア
ー
ル
ほ
ど
の
畑
に
は

川
ミ
カ
ン
や
ハ
ッ
サ
ク
を
作
り
、
子
供
や
孫
た
ち
に

川
送
る
の
を
楽
し
み
に
タ
バ
コ
小
売
の
椴
々
に
草
引

川
き
も
し
ま
す
。
口
々
働
く
こ
と
は
よ
い
鰭
嘆
法
と

円
思
っ
て
い
ま
す
。
食
生
活
も
老
人
に
適
し
た
献
立
て

主
主
-Ez--Ef--一一ZFEE--szz主主三一二三z-zJ-ZZE--z-=-Jω-ZE--21-=-ZE一一一一一一三一三=一三一Iz--5JE--EZ=ZEm--2-EJ==--zJZEE--EEJz=--戸一二三一一==Ez---Ez--=一三====一三ご一一三一三==-=-=Ez--==士一

て
く
れ
「
視
に
か
か
り

f
に
か
か
り
、
あ
い
よ
か
川

け

よ

」

の

生

活

を

し

て

い

ま

す

。

川

4
時
起
床
可
草
刈
り
も

第

一

二

に

は

花

作

り

で

す

。

四

季

そ

れ

ぞ

れ

の

花

川

一

一

Y
1
1
-
-

d
u町
村

町

山

打

、

健

康

で

仕

事

び

川

清

水

贋

右

衛

門

(

噌

)

〉
と
す
じ
熱
心
に
働
く
人
で
す
ο

川

私

は

大

洲

市

に

生

一

万

一

一

3
一
議
~

i

F

つ

川

、

、

遡

閣

総

叫

wrAtAW

十川町内一説
p
h
u

y

ぱ

父

の

日

、

母

の

目

、

老

人

;

ま

れ

、

大

正

六

年

二

議

一

一

J
j
一
円
…
…

;

ー

九
九
日
川
町
は
わ
れ
U

い叶百円強下一一三一
J

m
品
川
町
忍
子
山
す
が
、
あ
ま
り
伎
わ
な
い
で
孫
川
の

H
ノ

浦

に

上

降

、

野

γ

議
機
麟

L

一バJ
W

襲

欝

骨

九

五

の

進

学

、

卒

業

、

成

人

の

山

現

在

の

清

水

家

の

養

鱗

藤

耕

一

陸

態

麟

麟

響

訪

日

な

ど

の

お

祝

い

な

ど

に

使

う

川

子

と

な

り

ま

し

た

。

鱒

蹴

鵬

麟

欝

ず

は

組

関

!

i

t

 

園

田

園

署

成

こ

と

に

し

て

お

り

、

老

人

に

と

当

時

の

養

子

た

る

臨

襲

爵

融

臨

F
U

覇

鵬

可

営

っ

て

何

よ

り

の

来

し

み

で

す

。

者

は

、

そ

の

家

の

財

醐

壊

議

離

一

議

圃

喝

な

そ

し

て

、

雪

下

の

2

2

7譲
り

受

け

る

た

醐

響

額

繍

J
亨

辺

司

子

九

か

ら

神

様

に

お

願

い

し

ま

す

。

め

朝

は

朝

星

夜

は

夜

型

付

事

長

襲

撃

盗

電

「

1

そ
れ
が
私
の
生
き
が
い
で
す
。
足
の
一
日
最
低
ト
六
時
間
の
労
働
を
し
な
い
と
つ
一

旅
行
も
大
好
き
で
、
神
様
参
り
や
遊
び
に
と
、
夫
と
ま
ら
な
い
時
代
。
六
人
の
子
宝
に
志
空
れ
ま
し

婦
で
出
か
け
ま
す
。
何
も
か
も
忘
れ
て
遊
ぶ
の
も
長
た
が
、
義
父
母
は
共
に
八
十
一
歳
で
他
界
。
妻
は

宝
き
の
秘
け
つ
で
す
。
一
昨
年
じ
は
皇
居
奉
仕
回
に
夫
と
共
に
働
き
、
子
供
は
仕
事
場
で
遊
ば
せ
安
が

も
参
加
で
き
光
栄
で
し
た
。
後
の
世
の
お
方
に
は
、
夕
食
の
準
備
に
帰
る
と
き
述
れ
て
帰
る
o

さ
ら
に

上
の
方
を
立
て
、
奉
仕
の
心
が
必
要
と
回
出
け
ま
す
〈
夕
食
後
は
俵
編
み
や
ナ
ワ
な
い
と
い
っ
た
日
課
が

勺遷遜率掴圃圃

福
祉
制
度
に
甘
え
ず

福

岡

貞

行

(

印

繍

)

怒忍翠怒蕊遜ヨE璽

昭
和
四
十
年
に
二

十
年
余
り
の
農
協
勤

務
に
別
れ
て
い
ら
い
、

わ
ず
か
四
十
ア
ー
ル

足
ら
ず
の
み
か
ん
を

自
作
し
て
い
ま
す
。

チ
供
も
三
男

J

一
女
に

恵
ま
れ
て
名
実
と
も

に
忙
し
い
思
い
を
し

ま
し
た
が
、
約
十
年

前
に
よ
う
や
ノ
¥
片
付

け
終
わ
り
、
以
来
女
房
と
二
人
暮
ら
し
で
細
々
と

や
っ
て
い
ま
す
っ

子
供
に
は
高
校
卒
業
後
は
就
職
も
結
婚
も
全
く

干
渉
し
な
い
方
針
で
あ
り
、
『
阪
も
し
尚
一
ネ
や
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
娘
で
私
ど
も
の
手
伝
い
や
後
継
ぎ
を
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
小
経
営
で
は
到
底
生

の老後 醒 E 噛恥Pーー吋

信
心
・
仕
事
・
花
作
り

亀

子

(

初

賦

)

D昆
五五

昆

私
に
は
子
が
八
人
、

孫
が

3

卜
二
人
あ
り

ま
す
。

f
A
十
品
一
1

J

-

こ
品
国

T
t
k

f
s
l
M勇
一

l
ム干
ι
f

キ
」
信
心
し
て
き
ま
し

た
。
朝
は
子
供
の
こ

と
、
仕
事
の
こ
と
、

そ
の
ほ
か
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
お
願
い
市

し

t
げ
、
夜
ば
心
か

ら
お
礼
申
し
ト
し
げ
ま

す
。
お
か
げ
は
い
っ

ぱ
い
項
き
ま
す
σ

第
二
は
仕
事
で
す
。
ミ
カ
ン
作
り
、
米
作
り
、

野
菜
作
り
ー
な
ど
。
で
き
た
野
菜
で
く
だ
も
の
は

わ
が
家
の
食
卓
に
も
の
せ
ま
す
。
私
が
こ
し
ら
え

た
か
か
ず
を
皆
、
が
ソ
な
刊
し
い
ω

と
一
言
っ
て
食
べ

特集・

活
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
当
初
か
ら
ιお
互
い
に
不

可
抗
力
の
事
態
以
外
は
、
経
済
的
援
助
も

T
渉
も

し
な
い
と
約
束
し
て
山
し
で
い
ま
す
。

長
男
た
ち
も
年
寄
り
を
心
配
し
て
、
も
う
か
こ

の
辺
で
一
緒
に
暮
ら
し
た
ら
μ

と
再
三
勧
め
て
く

ヨ

れ

ま

す

が

、

ま

だ

ま

だ

私

は

働

分

け

る

自

信

が

あ

る

た

め

か

、

同

勢

弘

司

計

居

し

て

お

互

い

に

余

計

な

気

を

議

饗

信

使

う

だ

ろ

う

と

思

う

と

な

か

な

必
齢
鶴
隣
自
か
田
中
川
円
切
れ
ま
せ
ん
。

職
錦
繍
潮
干
私
た
ち
は
・
お
か
げ
さ
ま
で
健

鰐

臥

欝

働

L
康
で
す
。
老
人
医
療
費
無
料
の

髄
鱒
欄
間
れ
恩
恵
は
項
い
て
い
ま
す
が
、
一

瞬
灘
ぺ
ん
日
比
度
だ
け
使
っ
た
く
ら
い
予
去
る

猶
療
機

w

ま

別

七

月

十

八

μ
に
は
町
長
さ
ん
か

w
F
F
?コJ

「

E

ら
健
康
優
良
老
人
と
し
て
賞
状

を
頂
き
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
何
よ
り
健

康
で
あ
る
の
は
自
身
内
利
益
で
「
か
ら
十
分
な
注

意
を
忘
れ
ず
、
で
き
る
だ
け
福
祉
制
度
に
甘
え
な

い
の
も
社
会
に
対
す
る
お
礼
の
心
持
ち
と
思
っ
て

過
ご
し
て
い
ま
す
。

恵
み
可
感
謝
、
平
安
に
満
ち
て

満
子
(
韓
)

大

で
健
康
に
朗
同
意
し
て
い
る
た
め
か
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

田
舎
は
人
情
味
が
豊
か
で
周
囲
の
方
々
に
親
切

に
し
て
項
け
る
の
で
、
一
人
暮
し
の
不
安

t
な
く

曲
引
か
な
毎
日
で
す
。

今
の
私
に
は
全
て
が
生
き
が
い
と
感
謝
で
す
。

F

終
戦
後
信
仰
を
も
っ
た
・
お
か
げ

早

々

一

ま

で

日

十

恵

み

に

あ

ふ

れ

た

心

境

科

始

で

す

へ

老

人

ぼ

け

に

な

ら

な

い

♂
一
一
一
/
吋
ょ
う
社
会
と
の
交
わ
り
を
大
切

L4itJJ

ト
ト
ソ

官

ー

に

し

、

乏

人

の

愚

痴

と

甘

え

存

慎

議
均
一
貯
水

L
4

一
長
Y
J
げ
一
一
↓
の
み
、
若
け
い
方
々
に
き
ら
わ
れ
な
い

ご

い

ト

み

老

人

で

あ

り

た

い

と

念

じ

ま

す

o

s一
…
側
一
二
引
一
人
に
な
っ
て
か
ら
、
生
活

罷
轍
灘
津
れ
の
記
録
に
も
な
る
と
思
い
矩
歌

麟
僻
W
旬、

μ
ま
を
は
じ
め
愛
媛
ア
ラ
ラ
ギ
に
人

噂

匂

吋

り

会

、

進

歩

は

な

い

な

が

ら

も

以

を
続
け
て
い
ま
す
c

櫛
生
歌
合

の
者
い
方
に
と
農
協
文
芸
に
も
載
せ
て
も
ら
っ
た
り
、

一
詠
草
の
添
削
も
さ
せ
て
頂
い
て
勉
強
に
な
り
ま
す
。

余
生
を
清
く
生
き
た
い
と
所
り
ま
す
。
「
心
豊

か
に
生
き
る
よ
ろ
こ
び
の
朝
も
声
の
か
ぎ
り
に
讃

美
う
た
ふ
」

歩人人刈私 瞬間ij )霊感襲撃 でひ方 続
しと々りは働ブ義務弘行後語教還覆持撃 も 、に過き
たなにと毎 i義務小説的惹 議 兵日寺残去ま
ミれ迷白朝」 日 λ :…1 ー 農あすのし
と る惑宅四と 「自転車にも乗って走ります」 両たご約た
忠よ を で 時 は 全かと六
つうかのごと のもが十
て、付花ろで地補 I円事労六な施国産国日で年
い足ず作にもド完七二業働年りをに遂の支き間
ま冗善り起尊の事口十費力十ま決わ動万事なを
fををにきい水業に銭二延ーしめたの室|変こ通
。見 拾取 てこ 田を完を万ベ IJた、ったにのと じ
つつり凹とと行成も八五卜。私てめときは
めて組畑でない。つ千千口そが会、もな「子
つ愛んとあり、そて六百着し初合関なか開係
っきで道りま現の翌百四工て代し係う、聞や
日れい路、し在後年六七、昭会開者米白事地
進るまの今たの数七十八投和長田が麦渇業域
月 老 す 草 も り柴凶汁七人入十と実数増村 L の
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盟国圏今月の声時一隅幽幽一時i 軍曹冨密量密墨

誤
解
や
混
乱
生
じ
る
お
そ
れ
の

あ
る
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん

(
い
)

(
が
)

(
ね
)

(
わ
)
本
欄
の
活
用
に
つ
き
ま
し

ー
、
私
た
ち
の
豊
か
な
町

づ
く
り
の
た
め
に
ご
参
加
項
い
て
い

る
も
の
と
し
て
、
こ
こ
に
改
め
て
感

謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
が
、
こ

の
と
こ
ろ
の
傾
向
と
し
て
本
欄
に
お

寄
せ
項
く
声
の
内
容
に
は
か
な
り
複

雑
な
も
の
も
多
く
、
た
と
え
ば
文
面

い
も
の
」
の
例
を
挙
げ
て
お
き
ま
す
の

で
、
こ
の
点
を
お
含
み
の
上
、
ご
活
用

項
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

の
四
、
広
範
囲
に
調
査
、
審
議
、
検
討

を
要
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
次
元

の
高
い
も
の

直
接
的
に
掲
載
で
き
に
く
い
も
の

-・・介。

y
」。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
処
理
の
観
点

か
ら
も
、
と
く
に
回
答
を
望
ま
れ
る

よ
う
な
投
書
に
は
「
投
書
者
の
住
所
・

氏
名
」
を
記
入
し
て
頂
け
れ
ば
、
直

接
投
書
者
に
回
答
が
で
き
ま
す
の
で

幸
い
に
田
ル
い
ま
す
。

を
そ
の
ま
ま
紹
介
し
た
り
、
あ
る
い
は

文
章
に
よ
る
回
答
で
は
思
わ
ぬ
誤
解
や

混
乱
、
利
害
関
係
な
ど
が
生
じ
る
お
そ

れ
の
あ
る
も
の
も
見
ら
れ
、
係
で
は
処

理
の
方
法
に
頭
を
痛
め
て
い
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
今
後
こ
の
欄
を

ご
活
用
項
く
方
々
の
た
め
に
、
こ
こ
に

「
直
接
的
に
こ
の
欄
に
掲
載
で
き
に
く

一
、
町
の
行
政
と
直
接
的
に
関
係
し
な

い
個
人
ま
た
は
私
的
な
こ
と

二
、
文
面
で
は
誤
解
や
混
乱
、
不
当
な

利
害
関
係
を
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る

も
の

三
、
直
接
的
手
段
(
口
頭
な
ど
)
で
す

で
に
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
る
も

醸麗趨盛蛍強調蝿野淘臨凪蝿癒騒綱酷薄鎚鱈燐灘環麗縄線硲蝿蟻鈍鰍
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企画

q
k園
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、
主
号
、
、
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、

t
Z
E
E号
、
低
価
守
霊
園

S
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S
睦
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雲

ME号、
E
S
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q
E
5
X
E号、、

bassszszs田守忠臣個目お
S
F
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四
割
岳
民
自
雲
母
置
き
起
き

qH国司、
H
3
S固
さ
副
晶
画
。
量
言
論
、

色

付

き

間

近

い

ミ

カ

ン

こ

の

欄

は

、

あ

な

た

官

室

句

伊

一七丸山町ロ一
J
r
p
h品川浩二均一
1
4
1
f
f
r

一品川

7

恐
ωω

引

m
恥
柔
や
)
鶏
畿
欝
欝
開
欄
閉
日ι
日

日

山

弘

量

¥

/

の

士

声

戸

に

hお訂答
h

え
え
す
る
、
畿
醸
畿
藤
撚
鶏
欄
燃
鱗
例
鱗
附
雌

えら一
1
…
…
:
三

r三
い

i

鰍
蜘
紛
〉
騒
欝
九

A
f
A
3

が
が
一
あ
る
い
は
、
あ
な

Zた

の

髄

鞠

轍

鰍

鱗

附

己

い

(トトb止干三れいfぐf三引
P

干?二
J

ア「L一[い[
い

t
トム

1一1三蘇駐コ七ミ主い川訓川川
r

ハ山ソ」ム…三…「…一VVγ一VVτvr竺-
工
工
麟
韓
麟
鱒
購
髄
土
匙
E

い

χ、〉λノん

υ;声

7をご
紹
介
す
る
え
?
ベ?l

輔
襟
欝
鵠
立河

手ごι川
川
円
麟
襲
欝
購
い

11Fiffv輔
襲

撃

=

E

¥
ソ

ジ

で

す

。

直

接

わ

た
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叩
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と
く
に
町
の
し
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わ
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議
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J
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ご
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ご
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、
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見
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あ
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ま
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欝
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園
調
、
、
日
圃
車
電
弘
司
、
b
電
気
量

zqh固ま
bE司
、
ぽ
司
君
主

FG記
号
、
心
園
調

S
園
雪
量
固
ま
記
号
、
必
国
司
直
望
号
、
陸
固
ま
邑
ヨ

S
固
ま
記
圃
吏
益
岡
割
合
虚
圏
雲
監
割
合
邑
圏
雲
山
富
喜
記
事

S
園
理
盛
田
望
書
割
合
量
圏
雲
量
圏

F0・

今回は 'Sy生」という方から「身の上

相談を聞いて」と題して、若い人妻と妻子

ある若い男との不義の事例を挙げ・・.

「干ょたちも一歩足を踏みはずせば深みに

落ちて家庭は乱れてゆきます。他人の迷惑

にならないよう、また、迷惑をかけないよ

う、他人の家庭を乱さないよう、ひとりひ

とりカf理性心を持って明るい青い空を見上

げるような生活を送ることを考えてゆこう

ではないですか」一という声を項きました。

ありがとうございましたO

なj己、事例を述べられている部分は、直

接名指しはありませんし、事例をはっきり

述べて訴えられようとされるお気持ちはよ

くわかりますが、間接的にプライベイト

な点を公表する結果となり、いろいろ問題

点があると思われますため省かせて項きま

した。よろしくご了承ください。

~おことわり~

J方、墓地に関する投書につきましての

おたずねの件に対する回答は、宗教上ある

いは管理上などから複雑なこともあり、紙

上で要約し説明する場合、十分ご理解を得

ることはできないと思われますので、直接

衛生課長にわたずね項きますよう、よろし

くお願いします。

なお、このような投書については、とく

に誤解や混乱を防ぐためにも深く事情をう

かがっておく必要もあります関係上、投書

者にとってもご都合はありましょうが、住

所と氏名を明記しておいて頂けたらと思い

ます。

青空見上げる生活を

墓地に関する投書について

置量盤醤盤盤盤灘溢極盤睡畳語富

こ
の
仏
像
は
、
長

浜
町
大
字
豊
茂
の
真

に

人

な

じ

は

言
宗
仁
和
寺
派
別
格

本
山
、
金
山
出
石
寺

の
本
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

像
の
高
さ
は
八
十
七
・
五
セ
ン
チ
灯
、

ょせ

ヒ
ノ
キ
材
の
寄
木
造
り
(
多
く
の
木
を

最
寄
せ
集
め
て
つ
く
る
)
で
、
漆

2

?

f

 

M
の
上
に
金
箔
を
つ
け
、
眼
は
玉

珪
献
(
水
晶
、
珠
玉
、
ガ
ラ
ス
な

配
ど
を
は
め
こ
ん
だ
眼
)
で
す
。

'M劃
剛

ら

ほ

っ

制
〕
頭
部
の
螺
髪
(
髪
が
ニ
シ
貝

沢一
v

の
よ
う
に
右
に
ぐ
る
ぐ
る
ま
わ

品
っ
た
か
た
ち
を
し
た
も
の
)
は

s
z
t
 

A
d

縄
の
よ
う
な
か
た
ち
を
し
て
い

f

I

3

 

コ
て
、
顔
は
面
長
で
す
。

法
衣
(
僧
侶
の
着
用
す
る
衣
服
)
は

と

お

し

か

た

ぎ

ぬ

え

も

ん

首
の
近
く
ま
で
の
通
一
肩
一
衣
で
、
衣
紋
(
一
着

物
の
襟
を
胸
で
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
)
は

首
か
ら
下
を
ほ
と
ん
ど
お
お
い
、
数
条

の
平
行
線
に
よ
っ
て
流
水
を
か
た
ど
っ

た
模
様
を
そ
な
え
て
い
ま
す
。

京
都
清
涼
寺
の
釈
迦
如
来
と
同
じ
よ

う
に
、
中
国
の
北
末
時
代
(
九
六

O
l

一
一
一
一
六
)
の
様
式
を
入
れ
た
清
涼
寺

式
で
す
が
、
像
の
か
た
ち
が
異
色
の
如

来
像
で
、
特
殊
な
作
例
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

南
北
朝
時
代
二
三
三
八
J

一一一一九

一
一
)
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
昭
和
四

十
年
三
月
二
十
九
日
に
、
愛
媛
県
の
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

(
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
・
久
保

七
郎
) 動

出石寺の木造釈迦如来坐像
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う
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ま
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ゆ
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入
浴

か
ら
だ
の
不
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由
な
方
に

H

入
浴

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
J

を
す
る
県
の
移
動

入
浴
車
仰
い
で
ゆ
号
H

が
七
月
二
十

五
日
未
町
、
長
浜
の
二
四
岡
万
太
郎

さ
ん
ら
四
人
が
利
用
し
た
。
湯
か
げ

ん
の
ほ
ど
を
た
ず
ね
る
と
、
(
う
れ
し

さ
に
)
声
を
つ
ま
ら
せ
う
な
づ
く
姿

に
ね
た
き
り
の
不
幸
が
伝
っ
て
く
る
。
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ト
ラ
ッ
ク
問
台

分
の
ゴ
ミ
始
末

企
業
立
地
後
初
め
て
、
大
が
か
り

な
晴
海
団
地
の
大
そ
う
じ
が
七
月
二

十
五
日
に
行
わ
れ
た
。
晴
海
自
治
会

員
の
ほ
か
町
の
商
工
開
発
課
、
建
設

課
、
衛
生
課
の
職
員
ら
合
わ
せ
て
五

十
人
が
午
前
中
い
っ
ぱ
い
奮
闘
。
二

ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
約
十
台
分
の
ゴ
ミ
や

雑
草
な
ど
を
始
末
し
ス
ッ
キ
リ
。

晴

海
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問
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祝
事
を
や
お
世
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し
て
な
ん
の
お
礼

J
Y

迎
え
た
園
友
に
、
い
つ
も
優
し
く
も
で
き
な
い
の
で
、
せ
め
て
こ
れ
別

均
お
世
話
に
な
る
寮
母
さ
ん
に
ト
色
で
も
・
己
と
、
あ
り
あ
わ
せ
の
材
川

あ
ざ
や
か
本
職
人
手
づ
く
り
の
タ
料
や
道
具
で
製
作
し
て
い
る
。

附
コ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
喜
ば
れ
て
広
瀬
さ
ん
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ

m

d

い
る
お
年
寄
り
が
老
人
ホ
1

ム
白
は
、
あ
の
勇
壮
な
タ
コ
絵
を
描
く
ゆ

川

山

園

に

い

る

。

技

術

o

J
ノ
ゴ
絵
は
空
に
舞

一

一

広

瀬

透

さ

ん

六

十

九

歳

が

ゴ

い

上

が

っ

て

生

き

る

描

き

方

仰

り

そ

の

人

。

句

Y

が
必
要
で
、
誇
張
の
し
か
た
ん
小

叫

お

ど

ろ

く

な

か

れ
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入

園

な

ど

が

勝
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で

す
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と
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u
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羽
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の
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は

お
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り

の
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つ

て

映

画

の

看

板

描

き

も

岬

h

五
十
崎
町
観
光
名
物
「
タ
コ
パ

ι
し
て
い
た
腕
が
五
十
崎
町
観

'a

w一
合

戦

し

の

タ

コ

ゃ

つ

く

り
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三
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光

協

会

に

買

わ

れ
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道
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引

手

に

に

な

っ

て

い

た

人
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天

手

配

に

。

現
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時
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の

製

作
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叫

附

然

パ

i
マ
の
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に
丸
い
J

の

ぬ

千

枚

に

お

よ

ぶ

と

か

。

小
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刊
、
ガ
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、
面
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の
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ま
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で

¥
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す
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に
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の
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本
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曲

川
歌
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東
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郎
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思
わ

Biv--
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で
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虎
や
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天
狗
な
ど
川
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せ
る
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康
上
か
ら
仕
事
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や
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流
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川
続
け
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W
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叫
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が
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回
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園調昭和53年2月号盟極圏

9
月
は
心
身
障
害
者
雇
用
鑓
進
月
間

わ
が
国
で
は
、
十
五
歳
以
上
六
十
五

歳
未
満
の
心
身
障
害
者
が
、
お
よ
そ
百

二
万
人
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
た
ち
の
就
業
率
は
五

四
・
二
%
で
、
健
康
な
人
に
く
ら
べ
て
、

ま
だ
ま
だ
低
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

心
身
障
害
者
の
一
雇
用
の
改
善
は
、
今

の
と
こ
ろ
必
ず
し
も
十
分
と
は
い
え
な

表
彰
事
業
中
小

米
子
助
産
婦
さ
ん

ま瞳璽諮

長
浜
二
十
六
区

の
米
子
喜
世
子
さ

ん
(
七
七

)
l写

真

1
は
、
多
年
に

わ
た
っ
て
助
産
婦

の
職
務
に
精
励
し
、

業
務
の
向
上
に
尽
く
し
た
功
績
に
よ
り
、

こ
の
七
月
三
十
日
に
松
山
市
の
口
腔
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
保
健
婦
・
助
産

婦
・
看
護
婦
法
制
定
三
十
周
年
記
念
式

国璽圏直報なが、 i孟露盤盤習藍

い
の
が
実
情
で
す
。
事
業
主
は
心
身
障

害
者
の
一
雇
用
に
消
極
的
な
理
由
と
し
て
、

「
能
率
が
落
ち
る
か
ら
」
と
か
「
適
し

た
仕
事
が
な
い
し
な
ど
を
あ
げ
て
い
ま

す。
た
し
か
に
、
そ
う
い
?
た
面
も
否
定

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
能
力
に
適
し
た
仕

事
の
と
き
は
、
健
康
な
人
に
優
る
と
も

典
で
白
石
春
樹
愛
媛
県
知
事
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

止やとうこ己二

ペ畿百7ιぞ

|寄
付

。
主万台日寺田っさ下区長
自 二 ( 計掛犬ん昭の浜
巳千三五けど 治 山 八

を
長
浜
中
学
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発
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で
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事
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と
っ
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な
っ
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い
る
例
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た
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あ
り
ま
す
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九
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促
進
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で
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、
一
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で
も
多
く
の

心
身
障
害
者
を
、
温
か
い
気
持
ち
で
職

場
に
迎
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
心
身
障
害
者
を
雇
用
す
る
事

業
所
に
対
し
、
い
ろ
い
ろ
な
助
成
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
い
こ
と
は

も
よ
り
の
職
業
安
定
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お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。
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本
号
の
特
色
を
お
年
寄
り
の
登
壇
に

置
い
て
編
集
し
て
み
ま
し
た
が
「
私
の

老
後
」
は
今
凶
も
執
筆
し
て
項
く
方
を

探
し
出
す
の
に
苦
慮
。
何
し
ろ
健
康
を

合
一
目
し
て
い
る
入
、
長
い
間
執
筆
と
の
縁

が
遠
く
な
っ
て
い
る
人
も
多
く
ま
ま
に

な
ら
ず
、
今
回
は
こ
の
方
々
に
暑
い
き

中
で
無
理
を
申
し
上
げ
ご
協
力
項
き
ま

し
た
。「

今
月
の
声
」
に
つ
い
て
は
、
今
回

は
本
欄
の
活
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

み
な
さ
ん
に
お
願
い
を
申
し
上
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
紹
介
に
ス
ペ
ー

ス
を
項
き
ま
し
た
が
ご
了
承
く
だ
き
い
。

「
読
者
登
壇
」
は
本
号
は
都
合
に
よ

り
ム
お
や
す
み
。

次
号
は
恒
例
に
よ
り
「
町
財
政
の
公

表
し
を
ポ
イ
ン
ト
に
4

お
届
け
す
る
予
定
。

と
も
あ
れ
、
九
月
は
町
長
の
改
選
期
。

と
も
ど
も
に
最
た
る
関
心
事
と
思
い
ま

す
が
、
よ
き
私
た
ち
の
代
表
が
選
ば
れ

る
こ
と
に
期
待
す
る
こ
と
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

数

楽しく住みよい町、豊かで働きがいのある町

美しい人情と文化の町をつくり、人口をふやしましょう

七夕やむ盆が終ったと思うとも

う秋の彼岸が目の前。彼岸とはあ

ちらの岸と書いであるが、一番分

かりやすくいえば極楽j争土のこと。

日本人は普からあちら側、あちら

物を非常に好む。上等舶来といっ

て船舶に積んで、来た品物を上等と

心得る風習は今でも廃ってはいな

い。品物だけでなく風俗、習慣、

言語、思想、道徳、芸術、学術、

あらゆるものがあちらものをもっ

て上等とする構えであって、日本

本来のものは探すのに骨が折れる

込ところが現在日本の品物は売れ

て売れて外貨がたまり過ぎ、べら

棒に円の相場が騰り過ぎていると

いうのはどうしたことだろう。 上

等舶来が逆車[].;したのであろうか。

それはそれでまことに結構なこと

ではある。物質的、経済的には世

界の最上位にまで成長した証拠で

ある&だが精神面ではいかがであ

ろう。やまと魂、日本精神、その

精髄の発揮された日本文化で大い

に輸出され世界に広まるものが幾

ばくあるであろうか。欧米諸国に

は東洋的なもの、日本的なものを

真剣に研究し追求しその真髄をつ

かもうとする動きがかなり芽生え

ている。それにもかかわらず日本

のものは上等で、ないという日本人

自身の盲目的な評価があるとした

らこれは実にゆゆしい問題であり、

精神的敗北主義を知らぬ間に増長

させて日本を滅亡に導く最大の原

因になりはしないか。

帯世口人

8月1日現在 前月との比較

13，318人 5人増
人口 (男 6.3円) ( i人増

女 6，967 1人増

世帯数 3，912世帯
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